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１．スマート農業が注目された経過

 日本国内の農業従事者は、年々減少（過去20年間でほぼ半減）
 高齢化が進み（令和３年の平均年齢は67.9歳）、耕作放棄地は平成27年に42.3万ha。
 農業では、技術の修得に時間を要し、マニュアル化が難しい職人的な技術が多いため、次世代に継承されにくいという

問題。
 これらの問題を解決し、若者や女性など、様々な人々に農業に参加してもらうためには、作業を省力化・軽労化や精

密化し、経験の少ない人でも農業に取り組める環境を整えていく必要がある。そのためにスマート農業の考えが始まった。

【主な導入目的】
世界的に開発が進むロボットやAI、IoT関連技術を農業分野に活用し、作業の自動化・情
報共有の簡易化・データの活用を進めることで、生産効率の向上や農業従事者への負担減
を目指す。

「農業」× 「先端技術」＝「スマート農業」
賢い

「スマート農業」とは、ロボット、AI、IoTなど先端技術を活用する農業
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２．伊達市版スマート農業の目指すべき姿

伊達市の農業の現状と課題 スマート農業の現状 農業者の現状

 国の動き

 福島県の動き

 地域計画策定における意見

• 将来的には農業機械の自動
運転化必要

 労働力アンケート結果

• 約８割が労働力不足を実感

• 農作業に従事する人材の絶
対量を増やすことを希望

誇れる農業～儲かる農業の実現～

平成22年 令和２年

5,423戸 3,868戸

 経営耕地面積の減少

平成22年 令和２年

3,421ha 2,539ha

IoP、ロボット技術を活用
したイノベーション推進の
ため、F-REI整備

県内にGPSアンテナ設置

 農業従事者の減少

 全国有数の果樹地帯

伊達市農業振興基本計画目指す姿

※次頁参照
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３．伊達のトップランナーたち

産地維持を図る使命がある
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４．農業経営とは

反収
（生産効率）

経営面積
（規模）

単価 経費 所得
(手取り)

×
※労働力含む

× － =

単価

農薬
肥料
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５-１．あなたが農業経営者だったら、どちらを選択？

選択肢１ 経営面積の大規模化による所得UP

① 自動運転スマート農機具の購入
② スマート農機具を操作できる人材育成
③ 農地の維持管理（草刈りなど）

① スマート農機具による効率的な薬剤散布が可能
② 収量増産が可能
③ 新規就農者の増加が見込める

反収
（生産効率）

経営面積
（規模）

単価 経費 所得
(手取り)

×

※労働力含む

× － =

自動運転トラクター
約18,200千円

出
来
る

課
題
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５-２．あなたが農業経営者だったら、どちらを選択？

反収
（生産効率）

経営面積
（規模）

単価 経費 所得
(手取り)

×

※労働力含む

× － =

反収UP

環境測定機器 約100～300千円

選択肢２ 収穫量を増やすことで所得UP

① 環境測定装置の購入
② 生育データを見れる人材の普及
③ 農地の維持管理（草刈りなど）

① 限られた面積や人手で収量UPが可能
② 薬剤は少なく抑えられる
③ 誰でも高品質な農作物の栽培が可能

出
来
る

課
題
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６．データ駆動型スマート農業推進取組経過（概要）

月日 内容 詳細

令和６年８月
環境測定装置設置 きゅうり農家２件での測定開始

※高知大学IoP所有の測定器

10月
第１回栽培環境データ検討会 WEB共有会議

〃
先進地視察 高知県への現地視察

10月～12月
環境測定装置移設 いちご農家３件で測定開始

※高知大学IoP所有の測定器

11月
第２回栽培環境データ検討会 WEB共有会議

令和７年１月
福島大学との意見交換

４月
講演会 ・令和６年度の先行導入者からの報告

・令和７年度試験導入協力者（モニター）募集

７月
環境測定装置設置 きゅうり農家10件で測定開始
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７．令和７年度に設置した環境測定装置の状況（きゅうり）

伊達地域 梁川地域

保原地域

霊山地域

月舘地域

３農家
（市販機器２台、高知大機器１台）

１農家
（市販機器１台）

１農家
（市販機器１台）

１農家
（高知大機器１台）

４農家
（市販機器３台、高知大機器１台）

10台の環境測定装置設置・データ収集中
（市販機器７台、高知大機器３台）

高知大学機器 高知大学機器

市販機器

カメラにて空間分布を測定 温度、湿度、CO2、日射量を測定
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スマート農機具購入補助

STEP

1
STEP

2
STEP

3

技術の普及プラットフォーム構築
（環境制御器）

IoP機器の導入拡大

IoP機器の導入拡大補助

STEP

1

STEP

2

STEP

3

指導人材の育成

（環境測定器）

栽培環境の見える化

データ収集・分析・活用

反収増加の見える化

STEP

1

STEP

2

STEP

3

ひと

もの

かね

ひともの かね
（県と連携しビッグデータ化）

購入補助

データ集約

プラットフォーム
自動環境制御

【令和６年度】環境測定器３基設置 【令和７年度】環境測定器10基設置

【令和６年・７年度】
高知大学クラウド活用

【令和７年度～】
協議会・共有会議発足

【令和８年度～】環境測定器補助開始

【令和９年度～】クラウド構築 【令和９年度～】指導員の強化 【令和10年度～】環境制御器補助開始

【令和８年度】
育成データとJA出荷データを
突合

８-１．反収を上げるデータ駆動型スマート農業のスキーム
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フェーズ
令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度

試験導入 実証実験 本格展開 → →

第１期

第２期

第３期

環境測定装置３台

生育環境の見える化

協議会発足（行政主導） 協議会発足（民間主導）

反収の見える化

環境測定装置購入補助（３年間）

クラウド構築 維持管理

技術の普及

環境制御器導入補助

８-２．反収を上げるデータ駆動型スマート農業の展開

農業はこれまで『経験と勘』・・・脱却により誰でもできる儲かる農業の構築

きゅうり延べ12件
いちご延べ13件（予定）
から生育データを蓄積・分析

７月～10月

きゅうり
11月～３月

いちご
環境測定装置10台

実証実験内容の分析や
先進地視察、営農指導者育成

JA出荷データ突合
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９．測定結果をどう活用するか

① 集積したデータを活用し、伊達市で反収が最大になる生育環境を見出す
② 適した環境データに基づき、ハウス内を自動制御にて、環境維持
③ 生育環境を制御することで、市場の動き（高く売れる時期）を見ながら生
育を早めたり遅らせるなどの出荷が可能に

④ 農家数が減っても、高品質で収穫量を増やす儲かる農業が実現

環境測定装置のデータはスマホから閲覧可能

二酸化炭素を増やすことでの
収量の変化をAIが分析
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10．伊達市データ駆動型スマート農業推進協議会の役割

 データ駆動型スマート農業の実現に向けた新たな
営農指導体制の構築

 データ駆動型スマート農業の推進に係る技術指導
者の育成

 データ駆動型スマート農業の推進に係る技術実証

 環境制御技術導入や次世代型ハウス整備の推進

 研修会等の開催及び情報発信

 高知県ＩｏＰプロジェクトとの連携

伊達市データ駆動型
スマート農業推進協議会 ＪＡ

福島県

農家

高知大学IoP

モニター

農機メーカー

将来的にデータ駆動型スマート
農業の推進を共通の目的とする
企業・団体・個人等が参画

凡例

※将来的には福島大学


